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４月２５日 荒野の誘惑 ルカ４・1～13                               
１．聖書に「試み」という言葉が出てくる時、そこにはとっても深い意味が隠されています。その意味の一つ

は、「悪魔からの誘惑（悪い方に誘い込むこと）」です。 
２．聖書をみると、「悪魔の試みを受けられた」と書いてあります。だから悪魔の誘惑であったことは確かで

す。でも、その言葉の前に「御霊によって荒野に導かれ」とも書いてあります。 
３．悪魔の本当の狙いは、みんなに悪いことをさせることではありません。神様に対する信頼を失わせ、神様

の愛を疑わせようとすることです。 
４．イエス様は悪魔の誘惑にみことばによって勝利しました。 
５．イエス様は荒野で勝利されましたが、後で再び試みられる時がやって来ます。それは十字架にかかられる

直前のことです。 
６．そして今、私たちがあう試練や誘惑はみなイエス様が克服されたものばかりです。イエス様は試みにあわ

れて、それが主を信仰の完成者として全うさせました。 
 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２日 弟子への招き ルカ５・1～11                                  
１．教会で使われている難しい用語の中に、「召命」とか「召し」という言葉があります。…つまりペテロの命は、

イエス様に呼ばれ招かれたということです。 
２．ペテロは魚を捕る漁師だったのですが、これからは人間を捕る、つまり人々にイエス様のことを伝え、人々を

イエス様のもとに導く者になると告げられました。 
３．ペテロは、「私は罪深い人間です」と告白しましたが、彼はなぜ自分が罪人だと知ることができたのでしょう。

それは、神の圧倒的な力を見せられたからです。  
４．しかし、ここで聖書が言う「捨てる」とは、委ねるとか、明け渡すという意味なのです。…だから、大丈夫な

んだ、心配しなくてもいいのだと、イエス様は約束してくださっているのです。 
５．ただし、人生の中で、イエス様に従うために、自分の願いや大切なものを「捨て」なければならない時があり

ます。その時は確かにつらいかもしれません。 
６．みんなには将来の夢がありますか？大人になったらこういう職業につきたい、という願いがあるでしょうか。 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 
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５月 16日 神様はわたしの羊飼い 詩篇 23・１～６                             
１．この詩の作者はイスラエルの王様ダビデです。子どものころは羊飼いをしていました。 
２．ダビデは、自分は羊のように弱い者だ、羊飼いの神様がいるから乏しいこともなく、安心だというのです。 

神様がわたしの羊飼いということも大切ですが、わたしが神様の羊ということも大切なことなのです。  
３．「死の陰の谷」。羊飼いは、危ないところを通るときにも羊を導かなければなりません。羊飼いである神様はわ

たしたちが大変なときも、敵を追い払うむちと杖で、わたしたちを守ってくださいます。  
４．羊飼いである神様はわたしたちが罪を犯してしまうときには、それを教えて悔い改めの道へと導いてください

ます。羊飼いは、敵から守り、大変なときにも羊といっしょにいてくださるのです。  
５．6節は、わたしたちが生きているときはいつでも、いつくしみと恵みがわたしを追いかけてくるという約束で

す。羊飼いである神様はわたしたちに良いことと愛を毎日与えてくださるのです。  
６．神様の家というのは、神様といっしょにいられる場所のことです。それは、ダビデの時代は神殿でした。わた

したちにとっては、お祈りしたり、聖書を読んだり、礼拝したりして神様といっしょにいることです。 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 
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５月 23日 聖霊の実 ガラテヤ５・16～26                                 
１．ペンテコステ。聖霊降臨日。弟子達は、イエス様が天に昇ってから十日間、心を合わせてお祈りをしました。 
２．五旬節の日、約束どおり聖霊がくだります。おくびょうだった弟子たちは勇気をもってイエス様を伝えるよう

になりました。それを聞いて悔い改め、弟子に加わる人たちが起こされ、教会が生まれたのです。 
３．聖霊はわたしたちに、イエス様に従って生きる力、イエス様を証する力をくださいます。そして、聖霊はイエ

ス様に従う人を結びつけ、教会を生み出します。 
４．イエス様に喜ばれることをじゃまする敵「肉」から、聖霊はわたしたちを肉の力から自由にして、イエス様を

喜ばせることができるように助けてくださるのです。  
５．いつも聖霊に助けていただいて、聖霊にたくさんお世話してもらった人は、御霊の実、聖霊の実「愛、喜び、

平和、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制」を結びます。  
６．聖霊は何度もわたしたちの手入れをして、実を結ぶ人にしてくださるのです。御霊の実を結ぶのは、

へりくだって他の人に仕えるためです。実を結んだ私達の生活が、周りの人たちを喜ばせ、イエス様を喜ばせ
るのです。 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 
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6 月 6 日 主を恐れることは知識のはじめ 箴言１・７～19                           
１．「恐れる」とは「こわがる」ことではありません。「畏(おそ)れ敬う」という意味です。神様はとても素晴らし

い方だから敬う、神様の前にへりくだって神様のことばに聞き従う。  
２．神様の気持ち、神様の喜ぶことがわかるようになることです。神様を畏(おそ)れ敬い、神様のことばを聞こう

とする人は「神様の喜ぶことを知る知識」が与えられるのです。  
３．「神様を畏(おそ)れ敬い、神様のことばを聞こう」とはふだんの生活の中で神様を一番にするということです。   
４．「わが子よ、父の教訓に聞き従え。母の教を捨ててはならない」。イスラエルでは、お父さんもお母さんもみな

神様を信じていて、神様を敬うことを、毎日の生活の中で子どもたちに教え、訓練しました。    
５．自分では神様の喜ぶことがしたい、聖書のことばを守りたいと思っても、じゃまが入ることがあります。それ

は、悪い誘い、誘惑です。そういう人の仲間になってはいけない、ときょうの聖書には書かれています。  
６．神様はいつもわたしたちといっしょにいて助けて下さいます。わたしたちもいつも神様といっしょにいて、神

様をいちばんにしたいですね。主をおそれる人がいちばん神様に助けてもらえる人なのです。 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 
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６月２０日  「天の父への祈り」  マタイ７・７～１２                        

１．お祈りとは神様とお話することです。まずお聴きすることです。 

２．神様はわたしたちのどんな反応も喜んでおられます。 

３．イエス様は弟子達にお話しになりました。 

４．それは「求めなさい」「探しなさい」「叩きなさい」というお話でした。 

５．神さまはイエス様を与えてくださるほど私たちを愛してくださっています。 

６．すべては神様に与えられたものです。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日  「ヨブ」  ヨブ１・１～２２                               

１．ヨブはたくさんの家族、たくさんの財産を神様から与えられていました。 

２．天上の会議でサタンは神様にヨブの財産を奪うことを提案します。 

３．使者たちが次々にヨブのもとに来て、家族と財産が災難にあったことを告げます。 

４．最後の使者がヨブのもとに来て、息子や娘たちが壊れたお家の下敷きになったことを告げます。 

５．ヨブは悲しみをあらわにしつつ、神様を礼拝しました。 

６．悲しいことがあっても、神様は必ず慰めを用意してくださっています。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 


